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はじめに 

 

群馬県食肉衛生検査所は、安全・安心な食肉を消費者へお届けできるよう、と

畜検査や食鳥検査による疾病獣畜の排除、診断のための精密検査、動物用医薬

品等の残留有害物質の検査、と畜場や食鳥処理場への衛生指導、各施設が実施

する HACCP システムに対する外部検証業務などを行っています。 

 

また、当所は、対米、対EU等に牛肉を輸出している輸出食肉認定施設を所管し

ており、各輸出相手国の求める衛生基準を満たした食肉検査や衛生指導なども実

施しているため、年々輸出量が増加する輸出関連業務も重要な業務のひとつとな

っています。 

 

さらに、群馬県でも発生が見られた豚熱や高病原性鳥インフルエンザにり患し

た動物が食肉流通システムに入らないように生体検査を充実させるとともに、と畜

場や食鳥処理場で、豚熱や高病原性鳥インフルエンザなどの家畜伝染病が発生

した際に迅速に対応できるよう、関係機関と連携し、情報共有を図っています。 

 

さて、 新型コロナウイルス感染症のように人獣共通感染症は、人への感染が

確立した場合には、社会生活に大きな影響を与えることになります。 

安全な食肉提供の責任は元より、人間を含めた動物の感染症への対応の最前

線にいる重責を自覚しながら業務を確実に遂行していきます。 

 今後も困難な事案が起こるかもしれませんが、職員一同、さらなる知識・技術の

向上に努め、関係者と連携を図りながら最善を尽くしたいと思います。 

 

 ここに令和５年度の群馬県食肉衛生検査所の事業概要（令和４年度実績）をとり

まとめましたので、御活用いただければ幸いです。 

 

 

 

 

                           令和５年１０月 

                             群馬県食肉衛生検査所長  杢代 俊枝 
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Ⅰ 食肉衛生検査所の概要  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 

 
  

○名   称：群馬県食肉衛生検査所 

○所 在 地：群馬県佐波郡玉村町樋越３０５－７ 
○所 管 区 域：群馬県全域（前橋市、高崎市の地域を除く） 

○所轄処理場：食肉処理場       １施設 

食鳥処理場（大規模）    ２施設 
             （認定小規模） ２施設 
 ○職 員 数： ５５名 
       ・正規職員３６名 
         技術職３４名（うち再任用職員８名）、事務職２名 
            ・会計年度任用職員１９名 
         獣医師１０名、その他職員９名 
             
 
                                       （令和５年４月１日現在） 
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 １ 検査所の沿革  
 
   昭和 45 年２月 
 
 
 
 
   昭和 48 年３月 
   昭和 54 年４月 
   昭和 55 年３月 
   昭和 59 年３月 
   平成２年８月 
 
   平成４年４月 
 
   平成５年３月 
   平成８年４月 
 
   平成９年４月 
 
   平成 11 年４月 
 
   平成13年 10月 
   平成 15 年４月 
 
   平成 17 年３月 
   平成 18 年４月 
 
   平成 20 年４月 
   平成 23 年４月 
 
 
   平成 23 年８月 
   平成 25 年７月 
   平成 28 年４月 
   平成 29 年４月 
   令和２年４月 
   令和３年４月 
 

・㈱群馬県食肉卸売市場の開設(玉村町内)に伴い、同敷地内に「中央食肉衛生検査

所」を設置。 
・県下１２保健所管内のうち５保健所管内のと畜検査を所掌し、所長以下、検査一

課（４名）、検査二課（４名、兼務検査員１０名）、検査三課（４名）の３課体制

で発足。 
・時間外と畜検査に対応するため、「館林分室」を設置。 
・「東部支所」（館林市内）、「北部支所」（渋川市内）を設置。 
・「中央食肉衛生検査所」（本所）を増改築し、「北部支所」を新築。 
・「東部支所」を廃止。 
・(株)群馬県食肉卸売市場が「対米輸出食肉を取り扱うと畜場等の認定要綱」に基

づく認定を受けたことに伴い、対米牛肉輸出検査を開始。 
・食鳥検査開始に伴い、本所の組織が改正され、管理課、食肉衛生課、食肉検査課、

食鳥検査課、精密検査課の５課体制となる。 
・「中央食肉衛生検査所」が現在地に移転。 
・精密検査の充実を図るため、精密検査課が理化学検査課、細菌検査課の２課に分

かれ、６課体制となる。 
・「北部支所」が所として独立し、食肉検査課、食鳥検査課の２課体制の「北部食

肉衛生検査所」となる。 
・検査体制の充実、GLP への対応を図るため、前橋市内に「北部食肉衛生検査所検

査室」（北部食肉衛生検査所の分室）を設置。 
・BSE 検査（スクリーニング検査）を開始。 
・全庁的に課制がグループ制に移行され、「中央食肉衛生検査所」は４グループ体

制(※1)に、「北部食肉衛生検査所」は２グループ体制(※2)に再編。 
・「北部食肉衛生検査所検査室」が中央食肉衛生検査所内に移転。 
・「中央食肉衛生検査所」と「北部食肉衛生検査所」を統合し、新たに７グループ

体制(※3)の「群馬県食肉衛生検査所」（当所）を設置。 
・全庁的に組織のグループ制が係制に移行され、１０係体制(※4)に再編。 
・中核市の高崎市に、と畜場１施設、大規模食鳥処理場２施設及び認定小規模食鳥

処理場２施設が移管されたことに伴い、食鳥検査第一係と食鳥検査第二係が統合し

て食鳥検査係に再編されて９係体制となる。 
・県内と畜場に搬入された牛全頭が対象の放射性物質検査を開始。 
・BSE 検査の対象月齢を 48 ヶ月超へ変更。 
・輸出食肉専門官（係長兼務）を新設。 
・健康牛に係る BSE 検査を廃止。 
・県内と畜場に搬入された牛全頭が対象の放射性物質検査を廃止。 
・と畜場等の HACCP 計画導入に伴い規定された外部検証に対応するため「食肉検査

第三係」を「衛生管理検証係」に再編。 
 
※1:管理ｸﾞﾙｰﾌﾟ、対米輸出検査ｸﾞﾙｰﾌﾟ、食肉・食鳥検査ｸﾞﾙｰﾌﾟ、BSE・精密検査ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
※2:食肉検査ｸﾞﾙｰﾌﾟ、食鳥検査ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
※3:総務企画ｸﾞﾙｰﾌﾟ、輸出食肉検査ｸﾞﾙｰﾌﾟ、食肉検査第一ｸﾞﾙｰﾌﾟ、食肉検査第二ｸﾞﾙｰﾌﾟ、  

食鳥検査ｸﾞﾙｰﾌﾟ、精密検査ｸﾞﾙｰﾌﾟ、BSE・感染症検査ｸﾞﾙｰﾌﾟ 
※4:総務企画係、輸出食肉検査係、食肉検査第一係、食肉検査第二係、食肉検査第三係、食

鳥検査第一係、食鳥検査第二係、細菌検査係、理化学検査係、病理検査係  

2



 ２ 組織及び分掌事務
  
  １）組 織 図                                                          令和５年４月１日現在

 

 

健 康 福 祉 部

食品・生活衛生課 食品安全検査センター

食品安全推進室 食 肉 衛 生 検 査 所

動物愛護センター

食 肉 衛 生 検 査 所

所 長

副 所 長

次長（事務）

次長（技術）

細 菌 検 査 係

理   化   学  検  査  係

病 理 検 査 係

総 務 企 画 係

輸 出 食 肉 検 査 係

食 肉 検 査 第 一 係

食 肉 検 査 第 二 係

衛 生 管 理 検 証 係

食 鳥 検 査 係
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２）分掌事務 
 
 各係の分掌事務は、以下のとおりである。 
 
○ 分掌事務 
 

係 名 
 

主 な 分 掌 事 務 

 
総務企画係 
 

１ 庶務に関すること。 
２ と畜検査及び食鳥検査の業務及び企画調整に関すること。 
３ 野生鳥獣肉の衛生に関すること。 

 
輸出食肉検査係

１ 牛肉輸出認定に関すること。 
２ 牛肉輸出に係る検査及び衛生証明書等に関すること。 
３ 対米等輸出食肉に係る残留物質等モニタリング検査に関すること。 

 
食肉検査第一係
 
 

１ 牛肉輸出認定施設の検査及び衛生監視指導に関すること。 
２ 牛肉輸出認定施設の査察対応及び検証業務に関すること。 
３ ㈱群馬県食肉卸売市場の大動物処理施設におけるＢＳＥ特定部位の除

去及び管理指導に関すること。 

 
食肉検査第二係
 
 

１ ㈱群馬県食肉卸売市場におけると畜検査全般に関すること。 
２ ㈱群馬県食肉卸売市場及びその付属施設の衛生監視指導に関すること。
３ ㈱群馬県食肉卸売市場における検証業務に関すること。 
４ と畜検査統計に関すること。 

 
衛生管理検証係
 
 
 
 

１ と畜場及び食鳥処理場の外部検証実施計画に関すること。 
２ と畜場及び食鳥処理場の現場検証、書類検証及び微生物試験に関する
  こと。 
３ と畜場及び食鳥処理場の外部検証に基づく措置に関すること。  
４ 外部検証連絡会議に関すること。 
５ 衛生管理責任者、作業衛生責任者に関すること。 

 
食鳥検査係 
 
 
 

１ 食鳥処理場における食鳥検査及び衛生監視指導に関すること。 
２ 食鳥肉の輸出に関すること。 
３ 認定小規模食鳥処理場の監視指導に関すること。 
４  食鳥処理場の検証業務に関すること。 
５ 食鳥検査統計に関すること。 

 
細菌検査係 
 

１ と畜検査及び食鳥検査の微生物検査に関すること。 
２ 検証業務における微生物試験に関すること。 
３ 調査研究に関すること。 

 
理化学検査係 
 
 

１ と畜検査及び食鳥検査の理化学検査に関すること。 
２ 食肉中有害残留物質の検査に関すること。 
３  ＧＬＰ（検査精度管理）に関すること。 
４  調査研究に関すること。   

 
病理検査係 
 
 

１ と畜検査及び食鳥検査の病理検査に関すること。 
２ 人獣共通感染症の検査及び調査に関すること。 
３ 調査研究に関すること。 
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　３）職員構成

　　　（令和５年4月1日現在）

職　種

区　　分 次　長 技師長 次　長 小計 と　畜 と畜検 事　務 合計

兼係長 兼係長 兼係長 専門員 検査員 査助手 職　員

1 1 2

1 1 1 3 1

1 1 2 2 6

1 1 1 3

1 1 1 1 2 6

1 1 1 3

1 1 2 4

1 1 1 3

1 1 1 3

1 2 3

1 1 1 5 2 1 2 6 7 1 1 0 8 36 10 8 1 55

技術吏員 事務吏員
再任用
職員

会計年度任用職員

職　名 所長 副所長 係長 主幹 副主幹 主任 技師 主幹 主任

計

―
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総 務 企 画 係

輸出食肉検査係

食肉検査第一係

食肉検査第二係

衛生管理検証係

食鳥検査係

細菌検査係

理化学検査係

病理検査係
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３ と畜場・食鳥処理場の配置図 （令和5年4月1日現在）

△チキン（吉岡町）

○15卸売市場（玉村町）
△食鶏（伊勢崎市）

○と畜場

卸売市場＝(株)群馬県食肉卸売市場
△大規模食鳥処理場

食 鶏＝群馬県食鶏処理加工協同組合

チキン＝群馬農協チキンフーズ(株)

（注）○：と畜場の位置（数字はと畜場番号）

△：大規模食鳥処理場の位置

■：食肉衛生検査所の位置

■食肉衛生検査所（玉村町）
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５　主な検査備品

　　１）主な高額検査備品一覧 （令和５年４月１日)

微生物検査 自動核酸抽出装置 １

リアルタイムＰＣＲシステム １

ＰＣＲ９６００セット １

クリーンベンチ １

安全キャビネット ２

純水製造装置 １

超低温フリーザー ２

ＢＳＥ検査 マイクロプレートリーダー ２

微量高速冷却遠心機 １

安全キャビネット １

多検体細胞破砕機 1

病理検査 パラフィン包埋ブロック作成装置 １

スライディングミクロトーム １

滑走式ミクロトーム １

光化学顕微鏡 １

超広視野顕微鏡 １

全自動染色装置 １

臓器撮影装置 １

デジタルカメラ（顕微鏡用） １

密閉式自動固定包埋装置 １

凍結切片作成装置 １

凍結ブロック作成装置 １

病理肉眼標本保存真空パック １

蒸留水製造装置 １

顕微鏡用写真撮影装置一式 １

理化学検査 動物用生化学自動分析装置 １

高速液体クロマトグラフ一式 １

ｐＨメーター １

検査区分 品　名 数　量
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Ⅱ と畜検査業務の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎検査体制 

 令和４年度におけると畜検査業務は、県下１と畜場において正規検査員及び会計年

度任用職員を含む 42 名のと畜検査員と、8 名のと畜検査助手によって実施した。 

◎と畜検査結果 

 と畜検査頭数は延べ 583,960 頭であり、これは前年度の 95.9％で 10 年前(平成２４年

度)の 101％にあたる。 

 と畜場法に基づき全部廃棄処分となった獣畜は 360 頭であり、その内訳は、全身に及

ぶ炎性産物等による汚染 147 頭、高度の腫瘍・白血病 43 頭、牛伝染性リンパ腫（牛白血

病）25 頭、サルモネラ症 1 頭、膿毒症 44 頭、敗血症 28 頭、豚丹毒 15 頭、尿毒症 12 頭、

高度の黄疸 17 頭、高度の水腫 9 頭、全身に及ぶ変性 19 頭であった。 

 また、内臓・枝肉の一部を廃棄にした獣畜は 235,799 頭であり、全と畜検査頭数の 40.4

％にあたる。 

◎輸出牛肉検査 

 「アメリカ合衆国向け輸出食肉の取扱要綱」、「カナダ向け輸出牛肉の取扱要綱」、「香

港向け輸出牛肉の取扱要綱」、「英国、欧州連合、スイス、リヒテンシュタイン及びノルウ

ェー向け輸出食肉の取扱要綱」、「シンガポール向け輸出食肉の取扱要綱」、「メキシコ向

け輸出牛肉等の取扱要綱」、「タイ向け輸出牛肉の取扱要綱」、「ベトナム向け輸出食肉

の取扱要綱」、「マカオ向け輸出牛肉の取扱要綱」に基づき、食肉の検査及び衛生的処

理の監視指導等を行った。 
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１　年度別と畜検査頭数

計 肉牛 乳牛

令和４年度 583,960 13,402 12,979 423 8 22 570,487 41 0

（前年度比） 95.9% 102.4% 102.9% 89.8% 38.1% 81.5% 95.8% 273.3% -

令和３年度 608,792 13,087 12,616 471 21 27 595,640 15 2

令和２年度 615,550 13,003 12,531 472 11 37 602,499 0 0

平成３１/令和元年度 616,451 13,512 12,973 539 9 22 602,908 0 0

平成３０年度 580,535 13,640 13,103 537 13 27 566,853 0 2

平成２９年度 548,795 14,014 13,497 517 11 26 534,743 0 1

平成２８年度 551,507 14,299 13,746 553 17 35 537,154 0 2

平成２４年度 577,850 15,577 14,797 780 38 58 562,177 0 0

２　月別と畜検査頭数 　
　　

計 肉牛 乳牛

合計 583,960 13,402 12,979 423 8 22 570,487 41 0

４月 49,387 1,143 1,109 34 1 2 48,238 3 0

５月 45,466 1,004 967 37 2 1 44,457 2 0

６月 46,794 1,073 1,045 28 1 2 45,714 4 0

７月 43,301 1,189 1,150 39 1 2 42,107 2 0

８月 45,599 978 941 37 1 2 44,613 5 0

９月 48,738 1,098 1,045 53 0 1 47,635 4 0

１０月 51,407 1,125 1,086 39 0 2 50,276 4 0

１１月 54,702 1,458 1,431 27 1 4 53,236 3 0

１２月 51,546 1,363 1,323 40 0 3 50,176 4 0

１月 48,587 937 904 33 0 2 47,644 4 0

２月 44,805 920 888 32 1 0 43,882 2 0

３月 53,628 1,114 1,090 24 0 1 52,509 4 0

緬羊 山羊合　計
子牛(生後１年
未満の牛）

 牛 （生後１年以上の牛）
馬 豚

（令和4年度）

めん羊 山羊合　計
 牛 （生後１年以上の牛） 子牛(生後１年

未満の牛）
馬 豚
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３　と畜場別検査頭数

計 肉牛 乳牛

合計 608,792 583,960 13,402 12,979 423 8 22 570,487 41 0 243

 ㈱群馬県食肉卸売市場 604,409 583,960 13,402 12,979 423 8 22 570,487 41 0 243

北毛ミートセンター 4,383 0 0

のべ開場
日数

令和３年度

令　和　４　年　度　

合　計
牛

※北毛ミートセンターは、令和４年３月３１日をもって、廃止。

子牛 馬 豚 めん羊 山羊
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　4　とさつ禁止・解体禁止及び廃棄（全部・一部）頭数

合計 牛 子牛 馬 豚 めん羊 山羊

583,960 13,402 8 22 570,487 41 0

0

0

360 192 1 2 165 - -

0.06% 1.43% 12.50% 9.09% 0.03% - -

豚丹毒 15 15

サルモネラ症 1 1

その他 0

25 25

0

0

膿毒症 44 2 42

敗血症 28 8 20

尿毒症 12 12

黄　疸 17 8 9

水　腫 9 9

腫　瘍 43 2 2 39

中毒諸症 0

炎症又は炎性産
物等による汚染

147 126 1 20

全身に及ぶ変性 19 19

その他 0

235,799 9,243 7 9 226,535 5 -

40.4% 69.0% 87.5% 40.9% 39.7% - -

0

0

0

ジストマ病 2 2

その他 0

黄　疸 0

水　腫 997 935 3 1 58

腫　瘍 1 1

中毒諸症 0

炎症又は炎性産
物等による汚染

221,281 5,635 12 10 215,621 3

変性又は萎縮 7,395 1,038 3 6,354

その他 17,206 5,282 6 11,916 2

原虫病

細菌病

廃棄率

ウイルス病

廃棄率

全部廃棄頭数

細菌病

原虫病

その他

解　体　禁　止

ウイルス病

一
 

部
 

廃
 

棄

一部廃棄頭数

寄生虫病

令　和　4　年　度

その他

全
 

部
 

廃
 

棄

とさつ　禁　止

検　査　頭　数

寄生虫病
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５ 輸出牛肉処理施設に係る業務 
 

１）対米輸出の経緯 
牛肉の輸入自由化が昭和６３年３月、日米・日豪間の協議を経て決着した直後、国内の

生産者の一部から、米国への国産牛肉輸出の気運が高まり、国の｢畜産振興審議会｣で国産

牛肉の輸出の推進を支援することが決定された。  
これを受けて「対米輸出牛肉処理施設」の認定を目指し、群馬県、鹿児島県及び宮崎県

内の３施設が平成元年８月から施設改善工事に着手した。  
輸出条件等について日本政府と米国政府の間で協議が重ねられ、平成元年９月に米国農

務省食品安全検査局の担当者により、日本のと畜場の施設及び衛生水準についての査察が

行われ、①と畜、食肉処理部門の施設設備、②と畜、食肉処理のマニュアル、③検査シス

テム、④残留物質モニタリングシステム等の改善事項について意見交換が行われた。  
平成２年５月には、厚生省より米国への輸出要件を規定した「対米輸出食肉を取り扱う

と畜場等の認定要綱」（以下、認定要綱）が各都道府県に通知され、これに基づき上記３

施設が最終的な施設及び処理方法の改善を行い、平成２年８月３０日付けで認定をされた。 
平成８年７月、米国では同国内で多発する食中毒防止の観点から、米国連邦規程   

（Federal Register; Final Rule）が改訂された。このことから米国に食肉を輸出する全

ての国にもこの「連邦規程と同等であること」が求められたことから、厚生省は平成９年

１月２７日付け（衛乳第２１号）で、ＨＡＣＣＰシステム導入を柱とした認定要綱の一部

改正を行った。その後、施設及び衛生的な解体処理を維持するための６ヶ月間の運用期間

を経て、平成１１年１月２５日にＨＡＣＣＰシステムによる管理が適用となった。  
令和２年１月、認定と畜場等及び食肉衛生検査所における病原微生物等に関しての改正

が行われ、「対米輸出食肉を取り扱うと畜場等の認定要綱」が「対米輸出食肉の取扱要綱」

（以下、要綱）と改められた。  
現在、月１回の厚生労働省（関東信越厚生局）の査察、年１回のアメリカ農務省（ＵＳ

ＤＡ）の査察が行われている。  
令和４年度までの輸出実績は、別表２のとおりであり、平成２年の認定当初 ５００  
ｋｇ程度であった輸出量が、現在では、およそ年間１３０ｔ程に増加してきている。  

  

２）県内の輸出食肉処理施設  
 (1) 名 称    株式会社 群馬県食肉卸売市場  
 (2) 所在地    群馬県佐波郡玉村町大字上福島 1189 番地  
          〒370-1104 ＴＥＬ 0270-65-2011  

FＡＸ 0270-65-1413 
 (3) 施設の概要  
    敷地総面積 60,208.09 ㎡  
     建物延面積 16,162.46 ㎡  
    許可頭数  大動物 １５０頭／日 

 (4) 輸出認定状況 

         
平成 ２年 ８月 対米輸出認定 平成１９年 ３月 対カナダ輸出認定 

平成１９年１２月  対香港輸出認定 平成２１年 ５月 対シンガポール輸出認定 

平成２２年 ２月 対タイ輸出認定 平成２２年１０月 対マカオ輸出認定 

平成２５年１０月  対メキシコ輸出認定 平成２６年 ３月  対ベトナム輸出認定 

平成２６年 ５月  対ＥＵ輸出認定  

 13



 ３）ＨＡＣＣＰ（Hazard Analysis and Critical Control Point：危害分析・ 

 重要管理点）システムによる衛生管理  
 (1) 輸出牛肉処理施設が行う管理  
   ① 重要管理点とその管理基準  

 平成１１年１月２５日付け、改正認定要綱のＨＡＣＣＰシステムによる管理規定の適

用に伴い、輸出牛肉処理施設（以下、Ｇ－１施設）では生体受入れから製品出荷までの

全作業工程の確認及び危害分析を行い、それに基づいた「標準作業手順書」及び「ＨＡ

ＣＣＰ計画」を作成し、その実施、検証等に努めている。  
   ② 枝肉の大腸菌検査及び STEC 検査  

 要綱の別添３「ＨＡＣＣＰ方式による衛生管理実施基準」の中に、施設側が実施しな

ければならない牛枝肉の大腸菌検査の方法及び STEC 検査の実施について規定されてい

る。大腸菌検査については、検査頻度は週１回以上（１週間の処理頭数が３００頭以下

の場合は１検体を採取、３００頭を超えるごとに１検体ずつ追加）となっている。Ｇ－

１施設では、「ふきとり法」で検体を採取し、米国のサーベーランスに基づくベースラ

インによる工程管理の評価を行っている。また STEC 検査については、要綱に記載のとお

り、検査頻度は一週間当たりの製造量により決定する。Ｇ－１施設では、少なくとも  
２ヶ月に１回検査を実施し、STEC 高率発生期間(４～１０月)においては、採取頻度を  
２倍以上に引き上げている。大腸菌検査及び STEC 検査の令和４年度の検査結果は全て基

準値以下または陰性となっている。  
 (2) 指名検査員が行う検証業務  

 当所の検査員は要綱に基づき指名検査員としてＧ－１施設の衛生管理が適正に実施さ

れていることを検証するために、以下のような業務を行なっている。  
   ① 衛生標準作業手順書（SSOP）の検証  

  Ｇ－１施設が作成した SSOP について、実施記録の点検、手順、モニタリング及び改善

措置の監視、微生物学的検査等による衛生状態の評価等を行なっている。  
   ② HACCP システムの検証  

 Ｇ－1 施設のＨＡＣＣＰシステムが適正に実施されていることを検証するために、 

ＣＣＰ記録等の点検、逸脱発生時の改善措置の評価、ＣＣＰモニタリングの監視等を行

なっている。  
   ③ サルモネラ検査（病原微生物削減達成規格）  
     施設のＨＡＣＣＰ管理が適切に実施されているかを検証する手段として、指名検査員

による牛枝肉のサルモネラ検査の実施が要綱に規定されている。Ｇ－１施設においては

高温多湿の時期を含めた期間で連続 82 日間の検査を行なっている。令和４年度末時点で

サルモネラは検出されておらず、病原微生物削減達成規格に適合していた。 

  ④ STEC 検査  
 指名検査員は施設の HACCP 管理及び SSOP が STEC に対して十分に対応したものである

ことを検証することが要綱に規定され、「輸出食肉認定施設における検査実施要領」に

基づく方法で実施している。検体採取頻度はＧ－１施設の製品製造量により決定し、Ｇ

－１施設では１ヶ月に２回実施している。令和４年度末時点で STEC は検出されていな

い。  
   ⑤ ゼロトレランス（Zero Tolerance ）基準の実施・検証  

 平成１６年５月１８日付け施行の米国農務省食品安全検査局指令（FSIS DIRECTIVE 

6420.2）により、施設側は「枝肉等が糞便、消化管内容物及び乳汁により汚染されない」

ように管理し、検査員がその手順等を検証する旨の規範が示された。これを受け発行さ

れた認定要綱（６次改正）に基づき、枝肉検査員が全ての枝肉について、検証を担当す

る検査員が定められた頻度で枝肉に糞便等による汚染がないことを毎日確認している。  
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４）と畜検査・枝肉及び部分肉の再検査・残留物質モニタリング検査  
 輸出認定施設でのと畜検査、枝肉及び部分肉の再検査、並びに残留物質モニタリングは

「輸出食肉認定施設における検査実施要領」（厚生労働省医薬・生活衛生局食品監視安全

課長通知 平成３０年６月２５日）等に基づき実施している。  
 令和４年度における残留モニタリング検査の結果は別表１－１、別表１－２のとおりで

あった。  
                                        

５）ＢＳＥ対策  
  Ｇ－１施設では、ＢＳＥ対策として次の管理事項を実施している。  
  ①施設に搬入される牛の月齢による区分および区分に応じた処理  

②起立不能牛及び歩行困難牛の搬入禁止（とさつ禁止）  
  ③スタンニング後のピッシングの禁止  
  ④特定危険部位に接触する器具類の専用化  
  ⑤特定危険部位による枝肉等の汚染防止に留意した解体処理  
  ⑥脊髄吸引除去装置の導入  
 ⑦背割り時の脊髄切片の回収、特定危険部位に係る処理を行う作業者の手指・器具洗浄 

  装置からの排水中の特定危険部位小片の回収  
  ⑧処理工程で分離・除去された特定危険部位の焼却処理  
  

６）認定施設の査察  
 (1) 査察回数  

アメリカ農務省         ０回  
厚生労働省関東信越厚生局    １２回  

 (2) 指名検査員数       ３５名（令和４年度）  
 

７）輸出の実績（輸出量、輸出回数）  
平成２年度から令和４年度における輸出量及び輸出回数は別表２のとおりである。  
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別表１－１ 

 対米輸出食肉に係るモニタリング検査結果（令和 4 年度） 

Monitoring Program Results for Exportation to the U.S.A. (Fiscal year the 2019) 

平成２年８月３０日付け衛乳第 66 号 厚生省生活衛生局乳肉衛生課長通知「対米輸出食肉を

取り扱うと畜場の認定について」に基づき対米輸出食肉及びこれと同一の飼養条件の牛群から

生産された食肉、臓器について実施した。 

検査頭数 30 頭、検体数 50 件、検査項目 17 項目 

 検査対象薬剤    検体名 Samples 計 Total 

 Residue   筋肉：20 肝臓：11   腎臓：11      脂肪：8       50 

 Designation  Muscle Liver Kidney Fat 

テトラサイクリン類 1            -           1            -             2 

Tetracyclines 

チアンフェニコール 2            -           2            -             4 

Thiamphenicol 

クロラムフェニコール 2            -           2            -             4 

Chloramphenicol 

アミノグリコシド類 1           -           1            -             2 

Aminoglycosides 

ペニシリン系抗生物質、セファゾリン 2            -           2            -             4 

Penicillins and Cefazolin 

マクロライド系抗生物質 2            -           2            -             4 

Macrolides 

サルファ剤、フルオロキノロン剤 2            2           -            -             4 

Salfa drugs and Fluoroquinolone 

ＣＨＣ -            -           -            1             1 

 

カーバメイト系農薬 2            2           -            -             4 

Carbamated 

ＨＣＢ -            -           -            2             2 

 

有機リン系農薬 2            2           -            -             4 
Organophosphorus Compounds 

ピレスロイド系農薬 -            -           -            2             2 

Permethrin 

イベルメクチン、ドラメクチン 2            2           -            -             4 

Ivermectin 

ヒ素、カドミウム、鉛、水銀 1            1           1            -             3 
Arsenic ,Cadmium,Lead, Mercury 

ＰＣＢ -            -           -            3             3 

 

スピーシーズテスト       1         -           -            -          1 

Species Test  

トリクラベンダゾール     -           2         -           -           2 

Triclabendazole 
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別表１－２

　検査対象薬剤 計　Total

  Residue 筋肉：8 肝臓：11 腎臓：12 脂肪：5 腎脂肪：2 尿：26 64

  Designation Muscle Liver Kidney Fat Perirenal Fat Urine

ステロイド類 - - - - - 4 4
 Steroids

スチルベン類 - - - - - 5 5
Stilbenes, stilbene derivatives, and their
salts and esters

抗甲状腺薬 - - - - - 5 5
Antithyroid agents
ゼラノール誘導体 - - - - - 6 6
Resorcylic acid lactones including zeranol

メロキシカム 1 - - - - - 1
Meloxicam
β－作動薬 - - - - - 6 6
Beta-agonists
テトラサイクリン類 - - 1 - - - 1
Tetracyclines
チアンフェニコール - - 2 - - - 2
Thiamphenicol
クロラムフェニコール - - 2 - - - 2
Chloramphenicol
アミノグリコシド類 - - 1 - - - 1
Aminoglycosides
ペニシリン系抗生物質、セファゾリン - - 2 - - - 2
Penicillins and  Cefazolin
マクロライド系抗生物質 - - 2 - - - 2
Macrolides antibiotics
サルファ剤、フルオロキノロン剤 - 2 - - - - 2
Salfa drugs and Fluoroquinolone 
カーバメイト系 - 2 - - - - 2
Carbamated
ＨＣＢ - - - 1 - - 1

フロルフェニコール - - 1 - - - 1
Florphenicol
トリクラベンダゾール - 2 - - - - 2
Triclabendazole
ニトロイミダゾール系駆虫薬 1 - - - - - 1
Nitroimidazoles
有機リン系農薬 - 1 - - - - 1
Organophosphorus Compounds
有機塩素系農薬 - - - - - - -
Chlorinated Organic Compounds
ピレスロイド系農薬 - - - 2 - - 2
Permethrin
イベルメクチン、ドラメクチン - 1 - - - - 1
Ivermectin,Doramectin
抗コクシジウム剤 - - - - - - -

ＰＣＢ - - - 2 - - 2

水銀、鉛、ヒ素、カドミウム - 1 1 - - - 2
Mercury,Lead,Arsenic,Cadmium
マイコトキシン 1 - - - - - 1
Mycotoxin
クロルプロマジン 1 - - - - - 1
Chlorpromazine
ペルメトリン - - - - - - -
Permethrin
メドロキシプロゲステロン - - - - 2 - 2
Medroxyprogesterone
モネシン、トルトラズリル - 1 - - - - 1
Monesin, Toltrazuril
サリノマイシン - - - - - - -
Salinomycin
ニトロフラン 2 - - - - - 2
Nitrofuran
非ステロイド抗炎症薬 - - - - - - -
NSAIDs
フルオロキノロン剤 - - - - - - -
Fluoroquinolone agent
ダイオキシン類 2 - - - - - 2
Dioxins 
モネンシン、サリノマイシン - 1 - - - - 1
Monensin, salinomycin

検体名　Samples

対EU輸出食肉に係るモニタリング検査結果（令和4年度）

   平成30年6月25日付け食安監発0625第1号 厚生労働省医薬生活衛生局食品監視
安全課長通知「輸出食肉認定施設における検査実施要領について」に基づき対EU向
け認定と畜場において処理された食肉、臓器等について実施した。

検査頭数　62頭、検体数　64件、検査項目　31項目
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別表　２

年度

令和４年度 130909 (428) 45671 (175) 3876 (17) 28287 (57) 12826 (44) 3606 (23) 36643 (110) - (-) - (-) 89 (2)

令和３年度 161,842.6 (508) 67,982.9 (233) 5,401.5 (33) 29,302.5 (53) 11,807.9 (33) 3,221.9 (23) 44,125.9 (133) - （-） - （-） - （-）

令和２年度 122,028.7 (307) 34,599.0 (97) 4,550.6 (19) 46,033.6 (78) 11,176.3 (23) 2,090.4 (12) 23,578.8 (78) - （-） - （-） - （-）

令和元年度 134,111.7 (370) 25,770.9 (92) 1,885.7 (12) 46,087.3 (73) 12,742.7 (44) 1,488.3 (11) 46,092.7 (137) - （-） 44.1 (1) - （-）

平成３０年度 108,276.9 (360) 21,781.9 (100) 1,440.3 (8) 29,688.5 (63) 13,335.8 (46) 20.8 (1) 41,923.2 (140) - （-） 86.4 (2) - （-）

平成２９年度 96,361.1 (343) 14,692.0 (70) 3,073.4 (22) 15,264.8 (24) 18,235.7 (72) - （-） 45,022.9 (153) 35.1 (1) 37.2 (1) - （-）

平成２８年度 118,886.1 (433) 17,526.9 (119) 3,088.4 (29) 35,577.6 (58) 18,615.3 (78) - （-） 44,077.9 (149) - （-） - （-） - （-）

平成２７年度 86,201.4 (318) 16,995.7 (78) 2,350.6 (19) 12,537.7 (35) 15,750.2 (76) 212.7 (1) 38,328.6 (107) 25.9 (2) - （-） - （-）

平成２６年度 73,510.3 (270) 19,431.9 (65) 2,378.5 (13) 24,292.6 (85) 6,590.7 (38) 1,187.2 (7) 19,629.4 (61) - （-） - （-） - （-）

平成２５年度 29,240.0 (128) 12,045.9 (50) 1,488.0 (12) 13,072.5 (45) 2,499.0 (20) 134.6 (1) - （-） - （-） - （-） - （-）

平成２４年度 15,441.0 (61) 5,436.8 (23) 1,055.9 (8) 8,948.3 (30) - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

平成２３年度 - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

平成２２年度 12,336.9 (42) - (-) - （-） 10,932.3 (35) 1,404.6 (7) - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

平成２１年度 32,561.6 (150) 17,291.8 (85) 813.1 (5) 10,761.1 (39) 3,695.6 (22) - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

平成２０年度 26,313.8 (137) 18,551.8 (101) 1,264.7 (10) 6,497.3 (26) - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

平成１９年度 42,448.0 (117) 40,810.2 (105) 1,530.9 (11) 106.9 (1) - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

平成１８年度 8,889.2 (23) 8,889.2 (23) - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

平成１７年度 177.5 (2) 177.5 (2) - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

平成１２～
１６年度

- （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

平成１１年度 5,861.3 (18) 5,861.3 (18) - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

平成１０年度 3,804.9 (15) 3,804.9 (15) - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

平成９年度 3,027.6 (13) 3,027.6 (13) - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

平成８年度 2,793.8 (13) 2,793.8 (13) - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

平成７年度 2,201.2 (15) 2,201.2 (15) - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

平成６年度 2,221.7 (16) 2,221.7 (16) - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

平成５年度 1,530.6 (18) 1,530.6 (18) - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

平成４年度 1,757.7 (20) 1,757.7 (20) - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

平成３年度 1,327.3 (12) 1,327.3 (12) - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

平成２年度 532.0 (5) 532.0 (5) - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-） - （-）

   平成２３年度は、３月の福島第一原子力発電所事故の発生により香港及びシンガポール向け輸出の実績は無し。

対ベトナム対シンガポール 対メキシコ

Ｇ-1施設における輸出実績（輸出量、輸出回数）

 ※平成１２～１６年度は、口蹄疫及びＢＳＥの国内発生により対米輸出が停止した期間である。

対タイ

輸出量 kg（回数）

対マカオ対EU合計 対米 対カナダ 対香港

   平成２２年度は、４月の口蹄疫の国内再発生により米国及びカナダ向け輸出の実績は無し。
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Ⅲ 食鳥検査業務の概要  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ◎食鳥検査対象施設（大規模食鳥処理場）  
 当所が所管する年間処理羽数が 30 万羽を超える大規模食鳥処理場は２施設

あり、各処理場に２名の食鳥検査員を配置して検査業務を実施している。  
 食鳥検査員は、「群馬県食肉衛生検査所食鳥検査実施要領」に基づ き、食鳥

の疾病検査、食鳥処理場が実施する衛生管理の検証及び有害残留物質の排除

を中心に業務を実施している。  
 令 和 ４ 年 度 の 食 鳥 検 査 羽 数 は 7,714,424 羽 （ ブ ロ イ ラ ー 4,410,626 羽 、 成 鶏    

3,303,798 羽）、対前年度比では 101.0%（ブロイラー101.1%、成鶏 100.9%）であっ

た。また、検査により食用不適となった食鳥とたいは 75,902 羽（ブロイラー46,135

羽、成鶏 29,767 羽）であり、検査羽数の 1.0%（ブロイラー1.0%、成鶏 0.9%）を占め

ていた。  
 

 ◎認定小規模食鳥処理場  
 年間処理羽数が 30 万羽以下の認定小規模食鳥処理場は、食鳥検査員が定

期的に巡回し、異常鶏の排除状況、施設・設備及び処理工程の衛生管理状況、

制限処理羽数の遵守状況等について監視指導を実施している。  
 所管する認定小規 模食鳥処理場は２施設あり 、そのう ち１施設は休業中であ

る。  
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ブロイラー 成　鶏

令和4年度 7,714,424 4,410,626 3,303,798 0

令和３年度 7,635,944 4,363,039 3,272,905 0

令和２年度 7,895,473 4,191,897 3,703,576 0

令和元年度 7,967,787 4,046,995 3,920,792 0

平成30年度 7,522,498 4,014,095 3,508,403 0

平成29年度 7,022,736 3,986,732 3,036,004 0

平成28年度 6,685,850 3,897,378 2,788,472 0

平成27年度 6,455,011 3,870,313 2,584,698 0

平成26年度 5,810,153 3,411,271 2,398,882 0

平成25年度 6,010,921 3,635,575 2,375,346 0

平成24年度 5,953,560 3,631,107 2,322,453 0

平成23年度 5,815,505 3,304,166 2,511,339 0

平成22年度 16,531,153 11,397,046 5,134,107 0

平成21年度 13,426,821 8,495,581 4,931,240 0

平成20年度 13,373,742 8,504,447 4,869,295 0

平成19年度 13,401,745 8,111,352 5,290,393 0

平成18年度 13,231,389 8,315,657 4,915,732 0

平成17年度 13,922,410 8,577,609 5,344,801 0

平成16年度 12,741,802 8,158,169 4,583,633 0

平成15年度 13,557,016 7,867,810 5,689,206 0

平成14年度 13,044,028 7,885,017 5,159,011 0

平成13年度 12,166,446 7,513,063 4,653,383 0

１　年度別食鳥検査羽数

年度 合計
鶏

その他

20



２　種類別・処理場別・月別食鳥処理羽数

　１）　大規模食鳥処理場

ブ　ロ　イ　ラ　ー 成　　鶏

群馬農協チキンフーズ（株） 群馬県食鶏処理加工協同組合

令和3年度 年間処理羽数 7,635,944 4,363,039 3,272,905

年間処理羽数 7,714,424 4,410,626 3,303,798

（前年度比） 101.0% 101.1% 100.9%

のべ開場日数 510 271 239

一日平均処理羽数 15,126 16,275 13,823

　　　　　　４月 680,220 368,621 311,599

　　　　　　５月 694,438 373,601 320,837

　　　　　　６月 683,527 381,946 301,581

　　　　　　７月 618,127 350,761 267,366

　　　　　　８月 616,935 364,477 252,458

　　　　　　９月 698,166 349,547 348,619

　　　　　１０月 558,350 392,230 166,120

　　　　　１１月 635,119 369,880 265,239

　　　　　１２月 661,800 380,677 281,123

　　　　　　１月 662,985 366,848 296,137

　　　　　　２月 548,124 330,851 217,273

　　　　　　３月 656,633 381,187 275,446

令和4年度

　　　　　所管　・　処理場名

　年度・月別

総　　計
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　２）　認定小規模食鳥処理場

令和

年 度

460 460 40 40 40 40 30 40 40 40 30 40 40 40

とたい 0 0 - - - - - - - - - - - -  休業中

とたい 460 460 40 40 40 40 30 40 40 40 30 40 40 40

（※）　

合　　　計

           年度・月別
処理場※

７月

処 理
区 分

６月合　計 １０月 １月４月 １１月５月 ２月９月

「処理場」は記号で示す。
No.24-400-1はH.25年3月に許可取得

８月

№２４－４００－１

№　３－０７

３月

３

１２月 備考

令和４年度（確認羽数）
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３　食鳥検査結果に基づく廃棄処分羽数　

　１）　合　計

（注）　１　「解体禁止又は廃棄」は、とさつ・解体禁止の羽数及び全部廃棄の羽数の合計を示す。

　　　　　　なお、死鳥は食鳥検査対象外とし、とさつ・解体禁止羽数に含まれない。

　　　　２　「一部廃棄」は、食鳥の内臓又はとたいの一部の廃棄数（重複計上）を示す。

　２）　疾病別

全部 一部 全部 一部 全部 一部 全部 一部

56,056 272,320 75,902 191,833 46,135 180,882 29,767 10,951

0 0 0 0

104 28 1 27

0 0 0 0 0 0 0 0

3,265 6,357 6,356 1

0 0 0 0 0 0 0 0

64 22 22 0

118 7,028 48 3,850 16 3,850 32 0

68 0 111 0 14 0 97 0

13,743 20,876 11,762 9,114

142 107 183 66 83 66 100 0

17,943 252,086 21,277 178,680 8,283 170,336 12,994 8,344

994 8,034 2,047 2,534 70 1 1,977 2,533

0 166 0 37 0 37 0 0

86 74 22 52

598 0 955 0 891 0 64 0

15,708 19,499 14,736 4,763

1,461 1,341 1,258 83

257 71 71 0

1,505 4,899 3,013 6,666 2,550 6,592 463 74

合　　　　計 ブ ロ イ ラ ー 成　　　　　鶏

ウイルス・
クラミジア病

細　菌　病

令和３年度

(注)　廃棄区分の「全部」は、とたい全部廃棄を示し、「一部」は、内臓又はとたいの一部廃棄羽数を示す。なお、疾病（病変）
の発生部位が複数あるものは「一部」に重複計上した。

そ　　　の　　　他

大 　腸 　菌 　症

令　和　４　年　度

0

29,767

29,767

令和３年度

7,714,424

10,951

8,361

180,882

38,128

3,303,798

成　　　鶏ブ ロ イ ラ ー

4,410,626

46,135

37,774

合　　計

削痩及び発育不良

出　　　　　　　血

黄　　　　　　　疸

そ　　　の　　　他

変　　　　　　  性

75,902

37,774

56,056

27,294

腫　　　　　　　瘍

臓器の異常な形等

28,762

272,320

　　　　　　           年度・種類別
区分・疾病名

マ  レ  ッ  ク  病

一 部 廃 棄

炎　　　　　　　症

191,833

7,635,944

湯 　漬　 過　 度

そ　　　の　　　他

廃棄区分

合　　　　計

放　 血 　不 　良

水　　　　　　　腫

鶏　 白 　血 　病

腹　　　水　　　症

令　和　４　年　度

とさつ解体禁止

全 部 廃 棄

解体禁止及び全部廃棄

検 　査 　羽 　数

外　　　　　　　傷

そ
　
の
　
他
　
の
　
疾
　
病

真　　　菌　　　症

　　　　　　           年度・種類別
区分・疾病名

内訳
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Ⅳ 精密検査業務の概要  
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ◎精密検査実施状況  
＜と畜検査関係＞  
 令和４年度のと畜検査においては、695 頭（のべ 2189 検体）について精密検

査を実施した。（牛海綿状脳症スクリーニング検査を除く。）  
＜ＴＳＥ検査関係＞  
 平成２９年度から牛海綿状脳症スクリーニング検査対象が変更となり、令和４

年度は牛、めん羊及び山羊すべてで検査は実施されなかった。  
＜食鳥検査関係＞  
 令和４年度の食鳥検査においては、1 羽（のべ 5 検体）について精密検査を実

施した。  
           

 ◎食肉衛生に関する検査・調査  
＜残留抗菌性物質の検査＞  
 とさつ解体時に注射痕等が認められた牛 1 頭、豚 2 頭の計 3 頭について検査

を実施した結果、陽性事例はなかった。  
＜残留有害物質モニタリング調査＞  
 令和４年度に行ったモニタリング検査数は 408 件であった。その内訳は、抗生

物質 393 件、内部寄生虫用剤 10 件及び合成抗菌剤 5 件であり、残留基準値以

上の残留有害物質が検出されたものはなかった。 

＜放射性物質スクリーニング検査＞  
  群馬県では平成２３年７月３１日から県内でと畜された肉牛について全頭検査

を実施し てい たが、現在は超過事例もなく、安全性に問題がないこと 、検査を終

了しても流通上の混乱を招かないと判断し、令和２年３月末をもって終了した。  
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         1　精密検査の実施状況

      　     １）検査区分別精密検査実施状況（牛海綿状脳症を除く）（令和４年度）

696 2,194 1,096 0 69 1,029

小　　　　　計 695 2,189 1,096 0 69 1,024

豚　　丹　　毒 248 936 936 0 0 0

サルモネラ 8 48 48 0 0 0

非定型抗酸菌症 12 108 0 0 0 108

トキソプラズマ病 0 0 0 0 0 0

膿　　毒　　症 44 44 0 0 0 44

敗　　血　　症 14 112 112 0 0 0

尿　　毒　　症 20 20 0 0 20 0

高 度 の 黄 疸 44 44 0 0 44 0

高 度 の 水 腫 24 24 0 0 0 24

高度の腫瘍・白血病 98 668 0 0 0 668

全身に及ぶ変性 20 20 0 0 0 20

全身に及ぶ炎性産物等による汚染 160 160 0 0 0 160

そ　　の　　他 3 5 0 0 5 0

小　　　　　計 1 5 0 0 0 5

鶏　白　血　病 0 0 0 0 0 0

マ レ ッ ク　病 1 5 0 0 0 5

腫　　　　　瘍 0 0 0 0 0 0

そ　　の　　他 0 0 0 0 0 0

と
　
畜
　
場
　
法

寄生虫検査 理化学検査 病理検査

食
鳥
検
査
法

           　           　  　　    区    分
　  検査対象病名 総検体数 細菌検査

精密検査頭羽数

検査区分別精密検査検体数

総  　　　　数
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　2）牛海綿状脳症スクリーニング検査実施状況

実施頭数 実施率 陽性頭数 陰性頭数 実施頭数 実施率 陽性頭数 陰性頭数 実施頭数 実施率 陽性頭数 陰性頭数

0 0 0.00% 0 0 0 0 0.00% 0 0

0 0 0.00% 0 0 0 0 0.00% 0 0

0 0 0.00% 0 0 0 0 0.00% 0 0

1 0 0.00% 0 0 1 0 0.00% 0 0

0 0 0.00% 0 0 0 0 0.00% 0 0

0 0 0.00% 0 0 0 0 0.00% 0 0

555 0 0.00% 0 0 555 0 0.00% 0 0

623 0 0.00% 0 0 623 0 0.00% 0 0

594 0 0.00% 0 0 594 0 0.00% 0 0

3,615 0 0.00% 0 0 3,615 0 0.00% 0 0

15,615 0 0.00% 0 0 15,615 0 0.00% 0 0

13,181 0 0.00% 0 0 13,181 0 0.00% 0 0

19,411 1 0.01% 0 0 15,688 1 0.01% 0 0 3,723 0 0.00% 0 0

22,048 1 0.00% 0 0 17,214 1 0.01% 0 0 4,834 0 0.00% 0 0

22,398 16 0.07% 0 0 16,667 10 0.06% 0 0 5,731 6 0.10% 0 0

22,433 1 0.00% 0 0 16,960 0 0.00% 0 0 5,473 1 0.02% 0 0

22,084 10 0.05% 0 0 17,366 10 0.06% 0 0 4,718 0 0.00% 0 0

22,077 29 0.13% 0 1 18,140 25 0.14% 0 1 3,937 4 0.10% 0 0

23,826 78 0.33% 0 6 19,961 70 0.35% 0 6 3,865 8 0.21% 0 0

22,407 32 0.14% 0 4 18,531 27 0.15% 0 3 3,876 5 0.13% 0 1

23,574 27 0.11% 0 0 19,700 24 0.12% 0 0 3,874 3 0.08% 0 0

14,184 53 0.37% 0 3 11,883 42 0.35% 0 3 2,301 11 0.48% 0 0

248,626 248 0.10% 0 14 206,294 210 0.10% 0 13 42,332 38 0.09% 0 1

※１：検査頭数は、年度内に実施した牛海綿状脳症スクリーニング検査頭数である。

※２：１３年度は、検査を開始した１０月１８日以降の実績を示す。 　

※３：平成２３年度以降は高崎市（中核市）が独自に実施するため本表に計上しない。

平成２４年度

平成２０年度

令和４年度

※　３

確　認　検　査

平成１９年度

平成１６年度

平成１７年度

平成２１年度

検査頭数
（※１）

平成２３年度

平成２２年度

令和元年度

平成２８年度

平成２９年度

平成３０年度

累  計

   平成１３年
度（※２）

平成１４年度

平成１５年度

平成１８年度

再　検　査

平成２６年度

平成２５年度

年  度

令和３年度

総　　　　　　数 高崎食肉センター

平成２７年度

令和２年度

再　検　査
検査頭数

確　認　検　査

（株）群馬県食肉卸売市場

検査頭数
（※１）

確　認　検　査再　検　査
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２　食肉衛生に関する検査・調査

　　①畜種別検出状況（令和４年度）

　　②薬剤の検出状況

畜種 頭数

─ 0

─ 0

─ 0

─ 0

─ 0

　　①調査実施検体数（令和４年度）

10 5

筋肉 5 0

腎臓 0 0

筋肉 5 0

腎臓 0 0

筋肉 0 5

腎臓 0 0

　　残留農薬検査は、牛の筋肉10検体について食品安全検査センターで実施した。

　　②調査結果

   調査を実施した408検体中、基準値以上の残留有害物質を検出したものはなかった。

検出薬剤

平成３０年度

令和２年度

年度

─

─

令和４年度

令和元年度

  １）残留抗菌性物質の調査結果

令和３年度 ─

豚

馬

検査頭数 検出頭数

0

畜　　種

─

牛

1

393

0

0

2

子牛

合　　計 3

牛

豚

鶏

  ２）残留有害物質モニタリング調査

88頭

66頭

50ロッ
ト

計 408

71

61

45

0

0

0

0

93

83

抗生物質 内部寄生虫用剤

─

合成抗菌剤
　  　　　   　  　　　項目
　　　　検体

合計

55

45

88

83

66

61

50
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③調査薬剤別検体数（調査実施検体数の再掲）(令和４年度)

合計 内部寄生虫用剤 合成抗菌剤

408 10 5

筋肉 93 5 0

腎臓 83 0 0

筋肉 71 5 0

腎臓 61 0 0

筋肉 55 0 5

腎臓 45 0 0

 残留農薬検査は、有機塩素系農薬（γ-BHC、DDT、アルドリン、ディルドリン、エンドリン、ヘプタクロル）

について、牛肉10検体を食品安全検査センターで実施した。

３）牛肉の放射性物質スクリーニング検査

年度 普通畜 事故畜

令和３年度 － － － －

令和元年度 11,395 515 1,639 13,549

平成３０年度 11,410 553 1,846 13,809

平成２９年度 12,524 520 2,218 15,262

平成２８年度 13,217 519 2,137 15,873

平成２７年度 11,643 540 2,307 14,490

平成２６年度 12,607 578 2,801 15,986

平成２５年度 12,072 617 2,435 15,124

平成２４年度 14,017 569 2,557 17,143

平成２３年度 7,896 383 1,208 9,487

この牛肉は流通していない。

14,586

8,279

11,963

小計

　群馬県では平成２３年７月３１日から県内でと畜された肉牛について全頭検査を実施していたが、

現在は超過事例もなく、安全性に問題がないこと、検査を終了しても流通上の混乱を招かないと判断し、

令和２年３月末をもって終了した。

　これまでに検査を実施した130,723検体のうち、平成２４年度に実施した１検体に基準超過があったが、

12,183

高崎食肉センター 計

83

50

※群馬県農業技術センター実施分を除く

88

（株）群馬県食肉卸売市場

66

抗生物質

13,044

12,689

13,185

13,736

11,910

－

計

牛

393

45
鶏

61
豚
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 ３ 食肉衛生検査所における検査の業務管理基準（ＧＬＰ）について（令和５年４月１日現在）  
                                 

 
  当所が実施する各種試験検査のうち、GLP の対象となる検査は、食肉中の抗菌性物質等の残留有害物質モニタリ ング検

査、 対米等輸出食肉に係わるサルモネラ検査及び腸管出血性大腸菌（ＳＴＥＣ）検査である。  
                                               

 

                          組 織 図 
 

 

〔試験品採取部門〕            〔検査部門〕                 〔信頼性確保部門〕 

      
        

試験品採取部門 責任者            検査 部門責任者                 信頼 性 確保部門責任者  

（食肉衛生検 査所 病理検査係長）      （食 肉衛生検査所 副所長）         （食品 ・生 活衛生課 食品安全推 進室長）  
                                                  

  

                                                                                              
                                                                                                    

                                                                                        
                                 検査区 分責任者（細 菌・理化 学）                      指定職 員                                    

                              （食肉衛生 検査所 次長（技 ））      （食品安 全推進 室  
安全推進・表 示対策係 員）  

                                           
                                     

                                                                                                                                           
                                                                                            

                                                                                 ※群馬県食品衛生検査 施設業 務管理要綱  
                                                                                  （最終 改正：平成 ３０年 ４月 １ 日）に基づ く  
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４　学会・研究会等への報告

発表者 報告年月日 報告学会等

1
群 馬 県 内 の 豚 に お け る 病 原 性 Yersinia
enterocoliticaの保有状況及び枝肉からの検
出状況

高梨　資子 令和４年９月２０日
・全国食肉衛生検査所協議会微生物部会令和４
年度研修会（書面開催）

2
採材部位の違いによる血液生化学検査値の
比較検討

石井　智子
令和４年１０月及び
令和５年１月２３日

・第40回全国食肉衛生検査所協議会理化学部会
研修会（バーチャルフォーラム開催）
・令和４年度食肉及び食鳥肉衛生技術研修会並
びに研究発表会（口頭発表：リアルタイム配信）

3 牛副腎の黒色色素沈着 坂田　翔平
令和４年１１月及び
令和５年１月２３日

・全国食肉衛生検査所協議会第79回病理部会
研修会（書面開催）
・令和４年度食肉及び食鳥肉衛生技術研修会並
びに研究発表会（誌上発表）

4
過去１０年間における豚黒色腫の統計学的
検討

隅田　光樹 令和４年１０月
・令和４年度関東甲信越ブロック食肉衛生検査所
協議会業績発表会（バーチャルフォーラム開催）

 

調査研究題目
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Ⅴ その他業務の概要  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◎監視指導・衛生検査  
 と畜場及び食鳥処理場の HACCP による衛生管理について、検証（現場検査、

記録検査及び微生物試験）を実施し、結果に基づき指導した。  

◎衛生講習会・研修会・会議等の開催  
 と畜検査員・食鳥検査員に対して検査技術の向上と衛生確保指導に関する所

内研修を実施した。  
 さ ら に 、 と 畜 場 及 び 食 鳥 処 理 場 の 作 業 従 事 者 に 対 し て 衛 生 講 習 会 を 開 催 し

た。  

◎長期研修  
 令和４年度国立保健医療科学院短期研修「食肉衛生検査研修」に１名派遣し

た。  

◎食肉衛生啓発事業  
 「食肉衛生検査所業績発表会」を開催した。  

◎視察・研修者の受け入れ  
 令和４年度においては、9 団体・機関のべ 74 人の視察等を受け入れ、食肉衛

生検査の現状等についての情報提供に努めた。  
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１　衛生監視指導・衛生検査

１）現場検査

施設等 頻度 内　　容

　と畜場 開場日
　と畜場の衛生管理及び衛生的なとさつ・解体の実施状況の作
業現場における直接確認並びに改善指導

　大規模食鳥処理場 開場日
　食鳥処理場の衛生管理及び衛生的な食鳥処理の実施状況の
作業現場における直接確認並びに改善指導

２）記録検査

施設等 頻度 内　　容

　と畜場 １回／月
　と畜場設置者等が作成した衛生管理の実施記録の内容の確
認及び改善指導

　大規模食鳥処理場 １回／月
　食鳥処理業者が作成した衛生管理の実施記録の内容の確認
及び改善指導

３）微生物試験

検査対象 頻度 検査項目

　牛のカット肉
２回／月

((株)群馬県食肉
卸売市場のみ)

　腸管出血性大腸菌

４）立入検査

施設 頻度 重点調査事項

　と畜場 １回／年

　大規模食鳥処理場 １回／年

　認定小規模食鳥処理場 １回／月
　食鳥肉の衛生的取扱い、異常の有無の確認状況及び施設の
衛生管理状況の確認並びに改善指導

　法令に適合した施設管理状況（施設の整備、補修状況等）の
確認及び改善指導

　大規模食鳥処理場の食
鳥とたい

  牛・豚の枝肉 １回／月

１回／月

　一般細菌数、腸内細菌科菌群数

　一般細菌数、腸内細菌科菌群数、カンピロバクター

連続82日間
((株)群馬県食肉
卸売市場のみ)

　サルモネラ　牛の枝肉
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２　衛生講習会・研修会・会議等の開催

１）衛生講習会

講習会 回数 出席者

　と畜場作業従事者衛生講習会 3回 　と畜場の作業従事者（のべ 12名）

　食鳥処理作業従事者衛生講習会 6回
　食鳥処理場の作業従事者
　（のべ83名）

２）研 修 会

研修会 回数 出席者

　技術研修会 15回 　と畜検査員、食鳥検査員

３）会 議 等

会議等 頻度 出席者

　と畜場運営会議 随時
　と畜場設置者、と畜場利用者、検査
所

　食肉安全推進連絡会議

年１回
（令和３年
度は書面

開催）

　食品・生活衛生課、食品安全推進
室、畜産課、家畜保健衛生課（中部・西
部・吾妻・利根沼田・東部）、家畜衛生
研究所、畜産試験場、高崎市食肉衛生
検査所、検査所(事務局）

　食鳥協議会総会・役員会

年１回
（令和３年
度は書面

開催）

　大規模食鳥処理場設置者、検査所

   輸出食肉認定施設（G-1施設）
      ・定例打ち合わせ会議

月1回 　G-1施設HACCP委員会、検査所

食鳥処理場における高病原性鳥イ
ンフルエンザ対策会議

随時
大規模食鳥処理場設置者、家畜保健
衛生所（中部）、検査所

３　長期研修

研修会 回数 主催

令和４年度短期研修「食肉衛生検
査研修」

令和４年６
月１３日～
７月８日

国立保健医療科学院（ZOOM開催）

４　食肉衛生啓発事業

令和４年度「食肉衛生検査所業績発表会」を開催した。

主な研修事項

食肉の安全確保及びその処理加工の現場におけ
る衛生管理の向上を図るため、最新の専門的知
識・技術及び行政遂行・問題解決能力を習得

主な目的

　と畜場の円滑な運営、衛生確保、HACCP導入指
導

　関係機関との情報共有及び連携による食肉の安
全性確保及び衛生確保

　食鳥処理場の衛生確保

　G-1施設の円滑な業務遂行、自主衛生管理の向
上

食鳥処理場での高病原性鳥インフルエンザ発生時
の円滑かつ適正対応の実施

主な講習内容

　と畜場及び食肉処理業の衛生確保（HACCP関
係、対米査察結果と対応、人道的と畜等を含む）

　食鳥処理の衛生確保（HACCP関係、高病原性鳥
インフルエンザ対策）

主な研修事項

　検査技術の向上及び衛生確保対策に関する研
修
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        　５　視察・研修者の受け入れ

視察・研修者（団体・機関）

令和４年度 　　９団体・機関 72 人

４月 高崎市食肉衛生検査所 4 人

５月 　（公社）全国食肉学校（総合養成講習受講生） 29 人

５月 厚生労働省 2 人

８月 獣医学生の実習・インターンシップ 1 人

８月 群馬県庁インターンシップ 1 人

１２月 厚生労働省 1 人

１月 さいたま市食肉衛生検査所 2 人

２月 獣医学生の実習・インターンシップ 1 人

３月 　（公社）全国食肉学校（食品衛生管理者登録講習会受講生） 31 人

令和３年度 ３団体・機関 34 人

令和２年度 ８団体・機関 89 人

令和元年度 ７団体・機関 145 人

平成３０年度 ８団体・機関 96 人

平成２９年度 ９団体・機関 136 人

平成２８年度 ２０団体・機関 138 人

平成２７年度 １５団体・機関 177 人

平成２６年度 １５団体・機関 164 人

平成２５年度 １６団体・機関 163 人

平成２４年度 ２０団体・機関 153 人

平成２３年度 １２団体・機関 127 人

平成２２年度 １８団体・機関 135 人

人数
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Ⅵ 付 表  
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１　と畜場の概要　　

　

㈱群馬県食肉卸売市場

370-1104

佐波郡玉村町上福島 1,189

0270-65-2011

0270-64-5317

１５

昭和45年1月16日

株 式 会 社

大動物 　  　150 （頭／日）

小動物 3，000 （頭／日）

名　　称

郵便番号

所  在  地

電話番号

経　営　体

処理能力

ＦＡＸ番号

検印番号

許可年月日
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２　と畜関係手数料

１）検査手数料

普通畜 病畜（時間内） 病畜（時間外）

牛（生後１年以上）  ５，７００円 ７，７９０円 ９，３７０円

牛（生後１年未満） 　　９００円 １，８３０円 ３，２９０円

馬 ３，２５０円 ５，７５０円 ９，３７０円

豚 　　９００円 １，８３０円 ３，２９０円

めん羊・山羊 １，１００円 １，８３０円 ３，２９０円

変更年月日

牛（生後１年以上） ５，７００円 ７，７９０円 ７，７５０円

牛（生後１年未満） 　　９００円 １，５６０円 ２，４３０円

馬 ３，２５０円 ４，９３０円 ７，７５０円

豚 　　９００円 １，５６０円 ２，４３０円

めん羊・山羊 １，１００円 １，５６０円 ２，４３０円

変更年月日

備　　考

７００円馬

豚

めん羊・山羊

２）と畜場使用料

１００円

（１頭あたりの料金）

摘要

と
さ
つ
解
体
料

と
畜
場
使
用
料

㈱ 群馬県食肉卸売市場
区　　分

令和５年４月１日施行

令和５年４月１日施行

外税※
・豚100kg以上はとさつ解体料1500円増し
・豚枝肉59.5kg以下のと畜解体料は、小貫手数料300円を加算

区　　分

牛（生後１年以上）

時間内

７００円

３００円牛（生後１年未満）

（１頭あたりの手数料）　

時間外

１，２００円

　　７２０円

１，２００円

　　７２０円３００円

　　１５０円

平成２年４月１日施行
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３　食鳥処理場の概要

                                            　　                          　　　平成1６年４月１日現在　 （令和 ５年４月１日）

群馬農協チキンフーズ（株） 群馬県食鶏処理加工協同組合

370-3601 372-0036

北群馬郡吉岡町大字漆原2,500 伊勢崎市茂呂南町4,463

0279-54-8511 0270-25-1060

0279-54-3166 0270-26-0119

平成4年3月31日 平成4年3月31日

　株 式 会 社 　組　合　営

ブロイラー
20，000 羽／日
（3，000 羽／時）

－

成　　鶏 －
25，000 羽／日
（3，600 羽／時）

４　食鳥検査手数料

5円／羽 平成４年４月１日制定

名　　称

食鳥検査手数料

処理能力

経　営　体

許可年月日

ＦＡＸ番号

電話番号

所 在 地

郵便番号
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